
・朝活動や補充、発展の時間の充実による基礎的な力の定着 ・体力向上と望ましい食習慣 

Ｂ 生きるための仲間づくり ・実体験を重視した授業づくり ・児童会活動、学級活動を通した仲間づくり ・日常的な規範意識の醸成 ・学習規律の徹底 

Ｃ 生きるための空間づくり ・安心で安全な美しい学校づくり ・健康な心身を育み、美しく整った空間づくり  ・生きる意欲が高まる掲示  

 

５．本校の教育活動の特色 

（１）自己表現できる児童の育成 

 ○ 学習意欲の向上や学習習慣の確立を図り、確かな学力を身につけた子どもを育てる。  

○ 自己表現をできる場の提供により、自らの意見を述べたり、社会性を身につけたりできる子どもを育てる。  

○ 地域の特色を生かした教育活動により、地域に誇りをもち、地域の和を大事にできる子どもを育てる。 

（２）家庭・地域等との連携（開かれた学校づくり） 

① 学校運営協議会ＣＳのサポートによる稲作活動等 

② 地域の指導者による学校をあげての神楽演舞活動 

③ 学校通信の発行 

④ 学校ホームページからの積極的な情報発信 

 URL http://obara2019.s1008.xrea.com/ 
 

６．令和元年度の主な学校行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．最近の研究歴 

 平成２８年１０月２８日 築上町教育委員会研究指定 研究発表 

        「自信をもって自分の考えを表現する力を伸ばす算数科学習指導」 

         ～ 言語活動を位置づけた授業の工夫を通して ～ 

 平成３０年１０月２５日 福岡県・築上郡学校保健会・築上町教育委員会指定 研究発表 

        「健康で充実した生活を自ら実践していく児童の育成」 

 

８．校歌 

 作詞 松尾 安     作曲 重田 英年 

 

令和元年度  

令和元年度 

築上町立小原小学校 

 

学 校 要 覧 
 

 

 
 

 

 

 

 
                        

           所在地 福岡県築上郡築上町大字小原１５ 

          電 話 ０９３０－５６－５７１５ 

          FAX ０９３０－５６－５７１１ 

                  E-mail  obara-es@aql.bbiq.jp 

 

 

 

 

【田植え活動】 

【神楽演舞活動】 

【茶道体験】 

国見の山の朝ぼらけ 

小原の郷のこの丘に 

静かに明くる世のとばり 

光さやけき朝の窓 

見よ報徳の旗印 

至誠の道を朝夕に 

心にかけて睦まじく 

学びの業にいそしまん 

山紫に水清き 

郷の誉れを讃えつつ 

正しく強く朗らかに 

いざや励まん諸共に 

校訓  自主、敬愛 

月 行　事　等

4 始業式、入学式、ＰＴＡ総会、歓迎遠足、家庭訪問

5 給食試食会、修学旅行

6 田植え(土曜授業)

7 親子ふれあい教室(土曜授業)、保護者会、終業式

8 除草作業

9 始業式、運動会、稲刈り（土曜授業）

10 子育て講演会、規範意識講演会、ﾊﾞｽ遠足

11 授業参観（人権ｺﾝｻｰﾄ）

12 保護者会、もちつき、終業式

1 始業式

2 ふれあい文化フェスタ

3 保護者会、卒業式、修了式



１．校区の概要 

○ 平成１８年の平成大合併により築上町が誕生し、現在人口２０，０００人弱の町である。町内には２つ中学

校と８つの小学校がある。町全体として、人権教育に対する関心が高く、地域と学校が連携した活動が行われ

ている。地域の方々は、児童が活躍する校内外の活動において場の提供をしてくださったり、ゲストティーチ

ャーとして関わってくださったりと、学校教育に対して非常に協力的であり、地域の教育力が学校教育の場に

生かされている。 

〇 小原小学校区は、純農山村地帯で耕地が狭く、兼業農家で共働きの家庭が多い。青年層は市街地への移住が

見られ、過疎化、高齢化が進んでいる。児童数は、ここ数年来、

１０人台半ばで推移している。学校と校区住民とのつながりが深

く、小原小校区自治公民館長会議を中心に、校区の住人は学校行

事等にも非常に協力的で支援を惜しまない。平成２９年度からコ

ミュニティースクールを実施している。保護者の教育に対する関

心は強く、心身共に健康で、激動する現代社会に対応できる児童

の育成を願っている。 

○ 豊かな自然に恵まれ、小原岩陰遺跡等の文化的な遺産を有して

いる。また、地域が一体となって小原神楽（国指定重要無形民俗

文化財）を継承し、児童もその一端を担っている。 

２．学校の沿革 

明治６年 小原村に開校 主者・竹内三郎、児童生徒 84名 所属村（奈古、水原、極楽寺、上日奈古、下日奈古、真如寺、小原、上り松、石堂） 

明治 17 年 10 月 真如寺村字笹原 17番地に設立（小原小学校） 所属村（真如寺村、小原村、極楽寺村、上り松村） 

明治 19年８月  小原小学校簡易科となる 明治 25 年６月 小原尋常小学校と改称 

明治 28年３月 上り松は所属変更して分離    明治 29年 8 月 極楽寺村を分離 

明治 41 年 4 月 義務教育延長の結果、五年制となる        明治 42年 4月 六年制となる   

大正２年９月  職員室を増築                           大正８年６月  倉庫増築、門前道路を開く 

昭和７年２月 校地拡張      １０月 校舎改築     平成８年 運動場拡張    

昭和１６年３月 相撲道場建築（寄付による）   昭和１６年４月 国民学校令により小原国民学校と改称 

昭和２２年４月 文部省令により小原小学校と改称   昭和２５年８月 第二校舎東端１教室増築  

昭和２９年８月 講堂（へき地集会所）64 坪竣工   昭和２９年１１月 運動場足洗い場設備  前校舎教室仕切り工事 グランドピアノ設置 

昭和３１年９月 運動場８５坪拡張     昭和３３年 体育倉庫及び校門新設 

昭和３４年   衛生室、教具室新設及び教室改造  昭和３６年３月 給食施設及び廊下手洗い場新設 

昭和３９年１月 給食室竣工  昭和３９年２月 清水誘導工事完成     昭和４２年１０月  体育倉庫拡張       

昭和４３年 複式学級となる（１，２年）   昭和４４年  複式２学級となる（１，２年、３，４年）郡へき地研発表会  

昭和４６年  複式学級となる（５，６年）   昭和４７年 鉄筋防音校舎竣工 創立百周年記念式 校区全戸より校旗、校章の寄贈を受ける 

昭和４８年 複式学級研究委嘱を受け発表会開催    昭和４９年 防水壁新設、楽焼小屋新設 

昭和５０年 ボーリングによる給水施設完備、簡易プール新設、校地東側フェンス設置、相撲場設置 

昭和５２年 保健安全研究発表会、国旗掲揚台移転  昭和５３年 バックネット新設 

昭和５４年 防音新講堂落成、体育倉庫新設  昭和５５年  プレハブ図書館新設、物置倉庫新設、校舎西側山手土砂流入防災対策実施 

昭和５７年 県教育委員会研究指定委嘱（3 カ年）、文部省指定研究委嘱（勤労生産学習）   昭和５９年１月 県児童画展学校賞受賞         

昭和５９年３月 緑の少年団結団式  １０月 研究発表会開催（勤労生産学習）   

昭和６２年１０月 放送機器一式取り替え、一輪車４台入手（ベルマークより）   昭和６２年１１月 愛鳥モデル校指定（６２年２月～平成４年 3月） 

平成２年 4 月 築上郡学校給食課委研究委嘱（2 カ年）    ８月 バックネット補修、音楽室、放送室の天井張替 

平成３年 2 月 校舎外壁の塗装  10 月 県委嘱研究発表会(給食)、黒板カーテン設置  

平成 4 年 5 月 緑の少年団全国植樹祭(福岡県夜須町)   10 月 給食指導努力校として県より表彰    

平成７年４月 「人権の花」運動実施協力校   ８月 校舎外壁（北側）塗装  平成９年２月 パソコン５台購入 １２月 インターネット導入 

平成１０年 6月 エアコン設置（保健室、給食室、会議室）     平成１１年２月 ミニ文化祭開催（学習発表会）  

   ７月 文部省指定へき地学校マルチメディア活用方法研究開発事業 

平成１３年２月  おばらふれあい文化フェスタ開催      ７月 エアコン設置（校長室、職員室、図書室） 

平成１３年１１月 県へき地小規模校教育研究連盟研究大会、へき地学校マルチメディア活用方法研究開発事業発表会 

平成１４年 8 月 屋上防水工事及びフェンス取替   １２月 パソコン教室設置 

平成１５年８月  講堂天井修理、国旗掲揚台ポール取替  １２月 椎田町教育委員会研究指定研究発表会（算数） 

平成１７年６月 「本のワクワク探検」事業   平成１８年２月 へき地学校等芸術鑑賞事業観劇会 

平成１９年５月 屋上防水工事     １０月 築上町教育委員会指定研究発表会  

平成２０年４月 築上郡学校給食会研究委嘱（２カ年）  平成２１年１０月 学校給食会町教委指定研究発表会  

１１月 人権の花ひまわり感謝状贈呈式   平成２２年２月 青少年育成対策推進本部長顕彰受賞    

１１月 学校給食優良学校優秀賞受賞     平成２３年１０月 福岡県副知事小原神楽学習視察    

１１月 教育力向上福岡県民運動優秀実践校受賞  平成２４年１０月 築上町教育委員会指定研究発表会（国語科） 

１１月 教育力向上福岡県民フォーラムにて小原神楽披露 平成２５年１月 教室、図書室、廊下床改修工事  

平成２６年５月 「鍛えよう！ほめよう！教育力向上プロジェクト事業」  ８月  パソコン取替及びタブレット、プロジェクター（３台）導入 

平成２８年７月 山側斜面修復及び水抜き工事    １０月 築上町教育委員会指定研究発表会（算数） 

平成２９年９月 エアコン設置（普通教室６台）       平成３０年８月 屋上及び講堂防水工事 

平成３０年１０月 福岡県・築上郡学校保健会町教委指定研究発表会（健康教育） 

３．児童数・教職員等の状況 

○ 児童数 １年１名、２年１名、３年２名、５年４名、６年３名・・・合計１１名（３学級）【H31.5.1 現在】

○ 教職員 １０名

〇 ＰＴＡ会長・・・弓野 廣樹  副会長・・・出口 厚志 母親代表・・・川﨑 陽子、出口かおる 

〇 学校運営協議会員・・・中川 文敏、原 正法、有門 寛剛、弓野三七男 

中西 靖子、宮野 琢子、弓野 廣樹、西田 哲幸 

４．学校の教育目標と本年度の重点目標 

 ふるさとに誇りをもち、確かな学力を身につけ、心豊かでたくましい子どもの育成 

【研究主題】主体的に課題解決を行う児童の育成 ～ 算数科学習指導を通して ～ 

【重点目標】「自分の思いや考えを生き生きと表現する力」の育成 ～ 言語活動を位置付けた授業の工夫 ～ 

＜経営の具体的方策＞  

Ａ 生きるための基礎づくり ・基礎的、基本的な知識、技能の確実な習得と思考力、判断力、表現力の育成  

職　名 氏　名 学級担任 主な校務分掌

校長 明石　哲朗

主幹教諭 鱒渕　哲也 教務主幹、研究主任、学力ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、人権教育担当

教諭 小林真由美 ５，６年担任 生徒指導主事、保健主事、外国語活動担当

〃 森下　直美 １，２年担任 体育主任、特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、図書館教育担当

常勤講師 戸髙千代美 ３年担任 道徳教育推進教員

養護助教諭 河嶋日菜子 健康教育・食育担当

企画主査 村上　伸也 調査・統計・事務一般

町講師 片桐　里美

給食調理員 毛利　里美

町用務員 山内　勝代


